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〔巻頭〕 歴史は繰返す
現在の大学紛争の様相はものすさまじい限りである。
千葉大学も本年 3月自衛隊員入試受験の問題より発火
し，医学部にては卒後研修問題，無給医問題，医局問題
等の独特の問題を抱えて展開されてきた。
私は現職を離れて久しく，掲示板に公示されるか，新
聞雑誌に報道されるか以外の知識を持たぬものである
が，問題推移の跡を顧みるとき，まことに歴史は繰返す
とのことわざを思い出さずにはおられない。
事柄は正に敗戦直後の連合軍占領により執られた，日
本国民主化施策の急激な導入の結果の一端として起っ
た，千葉医大民主化の運動である。私は千葉大学医学部 
85年史の中に私も見た事実に基づき次の如く記述した。
「また連合国占領以来の種々の民主化変革のため，圏
内を挙げて革新の思想と行動が行なわれた。これらは数
年の経過を追って現在に至る道程を顧みれば，最初は数
々の行き過ぎや適切を欠いた跡を見るのであるが，本学
内の思想，行動においても，種々の同様の道程を踏んだ
のを見出すのである。
昭和 20年 12月，学生はいわゆる学内民主化を主張し
て学生大会を聞いた。その決議要望には報国団の解消と
学生自治会の設立その他の，直ちに聴くべき項目もあっ
たが，学生の大学行政への一部参加，教授会の公開など
という不穏当と解すべきものも含まれていた。昭和 21
年 3月，助教授，学生の代表より全学協議会開設の提案
あり，意志疎通の機関なる趣旨を了承して，本協議会を
設けることとなった。会議は教授部，助教授講師部，教
室員部，学生生徒部，薬専部，事務技術員部，看護婦部
よりそれぞれ数名ずつ選ばれた計 40名の協議員より成
り，学長を議長として毎月 lないし数回開催されるもの
であり，協議会は必要に応じて教授懇談会にその代表を
出席せしめ得ると規定されたq
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かくて 4月よりこの全学協議会が開会されたが， 5月
の同会にて本協議会の学外公開，ならびに教授会付議の
人事の協議会における前付議を希望するに至り，教授会
はこれを容れなかった。また 6月の同会にては助教授講
師部の提議として，学部教授人事選考に助教授，教室員
の参与，候補者の公表等を希望した。これに対して教授
会は教授選考に関して，現行制度程度の助教授講師会の
参与はこれを認めたが，候補者の公表は認めない態度に
出た。これらに対する不満のためか否かは明らかでない
が， 7月 17日いわゆる学内民主化大会なるものが開か
れ，種々不穏なる決議，殊に小池学長および伊東，岩津
両教授の不信任決議までをするに至った。教授会はもと
よりそれを不条理なるものとしてとり合わなかった。 
10月に至り学内民主化の一方途として， 教授， 助教
授，講師の定期的会合たる教官会議設置が学長より提案
され，種々談議の結果，学生生徒の教育，厚生に関する
事項および学長の諮問する事項に関して討議する教官会
議を置き，教授，助教授，専任講師，医専部教授がこれ
に加わり，大体各教授会に先行して開くこととなった。
また同時に教室員会の設置，および同会ならびに学生会
と教官会議との密接な連絡等が認められるに至って，学
内を被っていた不快なる空気は一掃されることとなり， 
1月 15日に全学大会が聞かれ，去る 7月 17日の決議
を取消して遺憾の意を表し，教授会はまた一部助教授の
引責提出した辞表を撤回せしめて，不祥事件は円満に解
決されたのであった。」
この敗戦直後の民主化運動と今次の紛争とでは，動機
も，規模も，本質も全然異なって，いわゆる同日の談で
はないけれど，ここに過去のものと現在のものとを共に
観察しながら，将来の幸福なる転帰を待つものであるー
(昭和 44，7.9受付)
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